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果 樹 園 に お け る 微 量 要 素 含 量 の 実 態

一―東根市神町地区の場合 一
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永年作物である果樹は土壌条件,施肥等の適応範囲が広
いので,土壌改良,施lle改善などが粗雑になる傾向がある。
従って近年,県内の果樹園土壌においても,理化学性の悪
化が顕在化してきつつある。

一方,東根市神町地区は本県でも有数の果樹生産団地で
あり,最近この地帯において微量要素欠乏に起因すると考
えられる収量・品質の低下が問題化してきた。

そこで,当該地区の果樹園土壌を調査し,主として微量
要素含量の実態を明らかにしようとした。

2 調 査 方 法

土壊調査 :ほ 5ゞ naに 1点の割合で断面調査を実施する

とともに分析試料を層位ごとに採取した。

分析方法 :風乾細土について,表 1に示す通りであるが,
その他全炭素,置換容量,りん酸吸収係数,有効りん酸 (ト
ルォーグ法)な どは全て常法によつた。

表 1 微量要素の抽出法

6調 査 結 果

1 土壌区分とその理化学性の特徴
調査地区は土壌の断面形競 理化学性の特徴によつて,

図1に示すように3土壌区分に分類された。
区分I: 腐植含量はほゞ5%以下,り ん酸吸収係数700
内外,固相率:ち密度;容積重が高いo塩基は表土から下

層土まで一定のレベルを維持し,特に下層土でも塩基飽和
度が65%と 高かった。根の分布は下層まで認められ,ほぼ

60m以下まで到連していた。なお礫はほとんど出現しなか

った。 (該当面積100 ha)

区分1:腐植含量10%内外  土性は区分 1と はぼ同様
でLiC～ CL, リル酸吸収係数1,500以 上,置換容量30～
35m e.と高い。固相率,ち密度,容積重 l■/」 さヽく,典型的υく

山灰土壌の性格を示している。叉,塩基含量は表土で高い
が下層土は著 しく低く,塩基飽和度17%程度で強酸性化
の傾向が認められた。根の分布は区分 1と 同様下層まで到

達していた。礫含量はあり～含むで生育に支障を来たす程

の量でなかつた。 (該当面積 270 ha)

区分1:腐植含豊など理化学的性質は区分 ]と ほとんど
類似しているが,しかし深さ15m以下は主として風化程度
の低い円,角礫の礫層である。従って根の分布も極く表層
(13m)に 限られている。なお,土性は区分 1, ]に比較
してや 粗ゝ粒でSCL～ CLであった。 (該当面積130‐ )
一方: これらの地帯の果樹の生育状況は,上記の土壌の

特徴を反映して区分 1で は樹勢が良く紋葉病などの土壌病

害も少なく収量的には高収地帯である。しかし品質的には不

ぞろいでりんどの場合着色が悪いなどの問題点も指摘され

ている。これに対して区分皿は種々の病気が多発し,有効
土層も浅く,土壌的には最も劣悪な条件であり収最も低い。

区分Ⅱは区分 Iと 日の中間的な傾向にあり,農家の肥培管
理によつては多収を得る地帯であると考えられる。

2 微量要素含量
調査地点全体及び土壌区分ごとの微量要素の分析結果の

集計を表 2に示した。これによると土壌区分ごとの試料採

取部位が若千異なり,叉,分析値の変動が大きいので厳密
に比較できないが,しかし鉄は表土で平均206,下層±456
ppmと 下層土で高い傾向にある。土壌区分間では区分 I
は表土・下層土の差が小さく平均的に分布しているのに対

して区分 1,1で は表土の合量が区分 Iの約%程度と低い
が下層土では大差は認められなかつた。

鉄の可給性は土壌 pHと 密接な関係にあり,高 pH領域で
は鉄の可給性は著しく低下する。従って区分Iは表土・

下層土ともpH 56程度であるが区分 1,1では表土で60
と高く,下層± 50と低い。上記の鉄含量はこのpH値 を反

映しているものと考えられる。

図 2によって明らかなように,表土では著しく,■ の高

い地点も認められ,更に有効態りん酸含量も表土で,0ヮ内
外と高く,こ れらの値によつては鉄欠乏発現の可能性が認

められた。このように鉄欠乏は鉄の絶対量不足のために起

こることは少なく種々の要因が相互に作用し鉄欠乏を誘発

抽 出 法 備 考

鉄 pH4 8酢酸ソーダ緩衝液(1:25) 原子吸光法

マンガ ン pH70 N―酢酸ア/tニア(1125)

銅・■総 pH 45     ″     (1:10)

ほう素 熱水 (1:2) ,)v, i:/ keB
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区 分
層   位
(深 さm)

鉄

(Fe)
-":/)t7

(Mn)
銅
¨

亜 鉛

(Zn)
tま う 素
(B)

試 料 数

`Nヽ

全  体
0 -20 206± 193 44± 35 253± 2,3 279± 282 08± 04

20 -40 376± 204 47± 58 19± 33 52± 57 05± 04

40^‐ 456± 170 37± 32 04± 05 21± 19 04± 03

I

0^‐ 30 313± 279 54± 55 181± 186 167± 125 06± 03

30′ヽ 50 403± 251 85± 100 12± 17 62± 83 04士 o3

50 ～ 351± 133 39± 16 02± 03 18± 06 03± 03 8

]

0^シ 20 170± 141 40± 26 320± 343 313± 284 06± 03

20-40 382± 194 34± 27 24± 40 50± 48 05■ 03
40～ 512± 171 36± 41 05± 06 25± 23 05± 03

n
0～ 15 169■ 131 40± 25 115± 103 334± 408 11■ 07

15～ 309± 151 29± 23 13± 14 42± 38 08± 06

表 2 徴量要 素含量

“

菫 過 煮

図 2 pHの 分布

する場合が多い。従つて,深さ40mぐらいの土層の適正なpH

維持,り ん酸資材の過度の施用を避けることが必要である。

マンガンは表土・下層土更に土壌区分間の差は判然とし

ないが,そ の平均的な含量はほゞ4～ 5 pp皿 であつた。叉 ,

土壌 pHと の関係はpHの 低下に伴って溶出量は増加する傾

向が認められるものの鉄の場合ほど明瞭でなかつた。

銅含量は表土で平均 25 3 ppnと 著しく高いが 2層以下

の下層土では低く,特に 3層では平均 04 ppmでぁった。

土壌区分

'1に

みると区分 Iは他の区分に比較して銅含量が

低かつた。これは農薬 (ボル ドー液など)の使用量と関係

がありそうで,すなわち区分 Iは果樹の生育が良く種々の

病気等の発生が少ない。従って農薬の使用量が少ないこと

によるものと考えられた。

亜鉛は表土の平均含量及び垂直分布の様相は銅の場合と

ほとんど類似 しているが,下層土 (3層 )は銅含量よりも

若千高く平均 2～ 4 ppmで ぁった。なお表上において銅含

量 と亜鉛含量とは■の相関が認められたが, 2層以下の下

層土では判然としなかつた。

はう素含量は表土でや 高ヽく平均 08 pp]で 2層以下の

下層上では若千低く05 ppmでぁった。区分皿は 1, 1に

比較して表土で 1lppmと ほう素含量が高いことが注目さ
れる。

ほう素欠乏の発現は土壌ほう素含量・水分状態及び土壌

pHな どの相互作用によつて起こるといわれているが,あ る

程度の千ばつに遭過しても欠乏症が発現しないといわれる

土壌ほう素含量 lpp■ を基準にして分析値を考察すると,

基準が高いこともあって区分 I, 1は約 80%ま でが基準以

下であつた。これに対して区分皿は約50%と 比較的基準以

下の面積が少なかつた。しかし,区分皿は含量そのものは

高いが,表土 (15m)の 土性が他に比較してやヽ粗粒質で

あり, しかもその直下から礫層が出現し過乾の危険性が最

も大きい。更に典型的な火山灰土壌の性格を有し容積重が

小さいこともあり,ほう素欠乏を発現する可能性が大きい。

この点について農家自身も承知しておりほう素施用には十

分留意していることもあつて土壌中の合量が区分 l, 1に

比較して高い結果になつたものと考えられる。

本調査対象地区の大部分 (区分 1を除く)は火山灰土壌

であり,容積重が小さく,従って単位容積 (面積 )当 りの

土壌重量が小さく,各種微量要素の絶対量は非火山灰土壌

(区分 1)に比較 して少ないので適正な微量要素の施用が

認められた。

4 ま  と  め

1 鉄は表上で平均 206, 下層± 45 6 ppmと 下層土で
高い傾向がみられた。叉,鉄の可給性は土壌 pu,り ん酸含

量に影響され,こ れらの値によつては鉄欠乏発況の可能性

を指摘した。

2 マンガンは表土,下層上の合量はほぼ一定で,その
平均含量は4～ 5 pp]でぁつた。

3 銅は表土で平均 253,下層± 04ppmと 表土で著し
く高く,薬剤散布の影響によるものと推定された。
4 亜鉛は土壌中での分布及び表土の合量は銅とほぼ類
似しているが下層土で 21 ppmと 銅含量よりも高かつた。

5 ほう素は表土平均08, 下層± 04 ppmで 表上がや
高ヽく,条件にょってはほう素欠乏発現の可能性が認めら
れた。

6 なお,土壌断面,理化学性の特徴から,こ の地区は
3土壌区に分類され,その区分ごとにも微量要素含量につ

いて考察 した。

(平均値士標準偏差pp m)


